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図　地震被害推定ノモグラムを用いた被害推定のイメージ

　鉄道高架橋の地震被害を簡易に推定することを目的とし

た構造物の地震被害推定ノモグラムが提案されている。こ

をより幅広いじん性率に対応可能な形に拡張することで，

これまでよりきめ細かい応答評価の実施を可能とした。さ

らに，構造物の減衰定数に応じてこのノモグラムを修正す

る手法の提案も行った。今回構築した地震被害推定ノモグ

ラムを用いることで，任意の振動特性，変形性能を有する

鉄道高架橋に対して，地震動との共振，非共振を考慮した

上での地震被害を簡易に推定することが可能である。

れは，地震動の最大値

と構造物の固有周期，

降伏震度のみの情報か

ら被害程度を推定可能

であり，扱いが非常に

容易であることから，

広域な鉄道システムの

地震時安全性の概略評

価等に活用されている。

　本検討では，この地

震被害推定ノモグラム
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μ=1,3,9の場合

 動的解析結果（h=0.20）
 被害推定ノモグラム（h=0.05）
 被害推定ノモグラム（h=0.20に補正）
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必要なパラメータ

地震情報
最大加速度 PGA
最大速度PGV

構造物情報
等価固有周期Teq
降伏震度 khy
減衰定数h

地震被害推定ノモグラム

簡易に入手可能
なパラメータの
みから被害程度
（応答塑性率）
が評価できる


